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2 回目のブリュッセル 
（2013 年 9 月 8 日出国、9 月 14 日帰国） 

 
6 年前、2007 年についで 2 回目のブリュッセル。小パリといった雰囲気で僕は好きな街だ。前回

（http://www5f.biglobe.ne.jp/~pinawa92/bunsho/2007GermanBelgiumFrance.pdf）と違うところは、前回はドイ

ツからフランスへ抜ける途中の休暇だったが今回は仕事で、ロクに観光をしなかったこと。それと、 近

の旅行記と同じくこの旅行記もかなり脱線。Wikipedia には大変お世話になりました。ブリュッセルの観光

情報はウェブでたくさんヒットしますのでそちらをご覧ください。次回は観光で出掛けておいしいものを

漁りたい。 
 
 
9 月 8 日（日） 

いつもの高速バスに乗って成田空港へ向かう。

水戸を出るときに今にも泣きそうな曇り空だった

のが、バスに乗っている間に本当に泣き出した。

今日は西から雨が迫って来ていた。天気予報の通

りだ。 
成田でバスを降りてみたら同僚が 3 名、かつて

の上司が 1 名。それぞれパリへ 3 名、イギリスの

Brighton へ 1 名。バスは満席に近かったし、出張

日和か。 
今朝は日本は歓喜の朝だった。東京は 2020 年

オリンピックの招致に成功。ブエノスアイレスで

開かれていた IOC総会の様子は昨夜から夜を徹し

て TV 放映していた。マドリードとイスタンブー

ル相手に圧倒的有利と思われていたのが、福島の

汚染水問題で雲行きが怪しくなっていた。それが

蓋を開けてみるとやっぱり東京が圧倒した。日本

のプレゼンに対して発せられた質問に対する安倍

総理の回答がよかったらしい。オリンピックの着

実な開催にはやはり東京の社会的経済的安定度が

欠かせないのだ。2020 年は今から 7 年後。7 年後

に社会や経済がどうなっているかわからないが、

安定していると言うことは 7 年後も予想が立つと

いうことなのだろう。ともあれ素直に喜びたい。 
ブリュッセルへはエールフランス航空でパリ

に入り、そこから TGV Thalys（タリス）でブリュ

ッセルへ向かう。 
成田では第 1 ターミナル北ウィング。何ともま

あ今日の成田は混んでいる。チェックインに長蛇

の列だ。荷物を預け、搭乗券を受け取る。搭乗券

はパリ－ブリュッセルの列車の切符の引換券を兼

ねている。フランスでは国鉄とエールフランスが

提携して旅行者に至極便利だ。どちらも国が運営

しているからだろうか。成田に新幹線が乗り入れ

ているようなものだが、成田は成田で東京への接

続がどんどん便利になっている1。 

                                                           
1 因みに、昔「成田新幹線」構想というのがあった。以下、

近藤正高『新幹線と日本の半世紀』（交通新聞社新書）と Wikipedia
より。 
鉄道立国論者であった田中角栄が自民党幹事長時代、「全国

新幹線鉄道整備法」の下、既設の東海道新幹線、工事中の山陽

新幹線の次の 3 路線が自民党有力政治家の独断専行で決まっ

た。東北新幹線（東京－盛岡）、上越新幹線（東京―新潟）、そし

て成田新幹線（東京－成田）である。偶然なのかどうか、この 3
路線はそれぞれ自民党三役である総務会長の鈴木善幸、幹事長

成田空港での搭乗ゲートは 15 番。場所だけ確

認して海外旅行保険とユーロを買いに行く。 
海外旅行保険。クレジットカードに含まれてい

るから毎度の旅行で保険を買ったことはない、と

同僚は云っていた。多くの人はそうみたいだ。僕

は今まで渡航のたびに買っていたので、今回はク

レジットカードの保険を調べてみた。昨夜ウェブ

サイトにあたってみたが、結論から言うと、僕が

所有しているいくつかのクレジットカードでは×

で、結局今回も空港で買うことになった。 
多くのカードは、日本出国前に公共交通機関の

支払いを当該のカードですることによって有効に

なる。渡航先到着直後でもよいカードもある。 
ただし、提携カードは要注意みたいだ。僕の三

井住友提携の UNICEF カードは「対象外」とホー

ムページにはっきりと書いてあった。それから 3
枚も持っている JR 東日本の VIEW カード。VIEW
カードは上記の使用条件がない。カードを持って

                                                                                           
の田中角栄、政調会長の水田三喜男の地盤を通っていた。 
成田新幹線は他 2 線に遅れて 1974 年 2 月に着工。東京駅地

下ホームから江東区の越中島付近で地上に出たあと、千葉県が

開発を進めていた千葉ニュータウンを経由して、当時まだ建設

中だった新東京国際空港（現在の成田空港）を結ぶ路線として計

画された。途中駅は千葉ニュータウンのみ。ノンストップなら

ば東京駅－成田空港を 30 分、千葉ニュータウン停車ならば 35
分。 
この計画に対し、沿線住民から騒音公害や建設による地域分

断への懸念から反対が表明された。用地買収も進まず、始まっ

た工事も一部区間でのみで、結局 1983 年に中断、1987 年の国

鉄民営化で計画自体が失効した。 
その後、当時運輸大臣の石原慎太郎の指示により、京成電鉄

と JR 東日本が空港ターミナル地下へ乗り入れるようになった

（1991 年 3 月 19 日）。空港駅の地下ホームや成田市内の高架部

分は新幹線用に完成していたものである。また新幹線が発着予

定だった東京駅地下ホームは現在、京葉線が使用している。 
2010 年には、東京と成田空港を結ぶ新たな空港アクセスル

ートとして成田空港線（愛称：成田スカイアクセス＝東京都葛飾区

の京成高砂駅と千葉県成田市の成田空港駅を結ぶ鉄道路線）が北総鉄

道北総線を延伸する形で開業し、京成特急「新型スカイライナ

ー」が日暮里～空港第2ビルを 短36分で結ぶようになった。

まぼろしの成田新幹線の 35 分とほぼ同じ。ちなみに、成田エ

クスプレスは東京近郊の各都市から集客し、東京駅－成田空港

駅間は 短 53 分。 
なお、成田空港開港当初、東京へのアクセスが悪く成田空港

は外国客から評判が悪かったが、それは当時空港に乗り入れた

鉄道は京成電鉄のみで、「成田空港駅」とは言うものの、空港

から離れた現在の芝山鉄道・東成田駅までだった。ターミナル

に乗り入れる列車は新幹線のみとされていたから。ターミナル

へは成田空港駅からバスに乗り換える必要があった。 
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いるだけで適用となる。しかし、カバーするのは

死亡、病気、怪我だけで、それらの補償額は結構

低い。 
楽天カード。出国前の交通機関の支払いをこの

カードですればいいわけだから、僕の場合唯一の

公共交通機関、高速バス「ローズライナー」の料

金 3,000 円を楽天カードで支払えばいい。と思っ

て早速バス会社に電話し確認。「現金のみです」。 
かくしてやっぱり今回も空港で一式買うこと

になったのだ。今回は J傷害火災保険を自販機（？）

で買った。もっとも海外で心配なのはけがと病気

で、これさえある程度カバーされていればいいの

かも知れない、VIEW カードでもよかったかと後

で思う。 
両替。出国審査前の出発ロビーの両替所はどこ

も長蛇の列だったので、出国審査後と思ったのだ

が、ここもやっぱり列。2 万円を換金する。1 ユー

ロ 137.18 円だから、2 万円でも 140 ユーロにしか

ならない。円安進行中だったね。 
毎度のことだが早朝に軽く朝ご飯を済ませて

くるだけなので、空港で過ごしているうちに小腹

が空いてくる。ラウンジでサンドイッチを頬張り

コーヒーを流し込む。 
予定から少し遅れて搭乗開始。定刻 11:55 より

10 分早い 11:45 を出発時刻とするというアナウン

スが流れたが、この目論見はひとり遅刻してきた

乗客によりご破算となり、結局 12 時を過ぎての離

陸となる。 
機体は Airbus 380。思いがけずついにお目にか

かることになった。総 2F 建ての 2F 席だ。さすが

に機内は広い。昔のジャンボジェットより明らか

に居住性はいい。席は 2 席×3 列の真ん中の列。 
座席前の背もたれにビルトインされているデ

ィスプレーは大きく、使いにくく反応が鈍いリモ

コンだけでなく、パネルタッチで操作できる。提

供されるコンテンツは豊富だ。たとえば映画

（cinema）は、 新リリース、 近の映画、コレ

クション、ワールドムービー、アニマルムービー

と別れて収納されており、どうやらホテル並みに

多くの作品から選べる。それに言語別にリストを

示してくれる機能もあって助かる。 
地図やフライトコースや到着時刻などの情報

は定番だが、機体の 3 か所のカメラがとらえるラ

イブ映像を終始観ることができる。機体から前方

に向いた nose camera、尾翼頂上から機体の背中を

見降ろすように映す tail camera、そして機体下方

をとらえる down camera だ。down camera は真下の

光景を映すから上空では雲が映って始終真っ白だ。

Nose camera もほとんど雲を映すばかり。定番の地

図は、“Total Route”、“Day/Night”、“Autozoom”、
“High Resolution”といろいろ用意されている。 

正午に離陸だから離陸後早速食事。「子」と「仔」

はどう違うのだろうなどと思いながら、仔羊フィ

レ肉の粒マスタードを食べる2。それにしても、高

脂血症治療薬「ゼチーア」は離せないね。 
上に書いたようなエンターテイメントを前に

して、実は機内では専ら仕事だった。仕事の書面

を読むのと、何よりもプレゼンの準備。スライド

も原稿も書くだけ書いて印刷してもってきたが、

練習などしていない。ひたすら読みこむ。読んで

いるうちにスライドにも原稿にも修正が入る。ま

た読む。 
白ワインのお陰で読んでいると眠くなる。しば

し眠って起き出して読む。集中できてないなぁ。 
実は左隣の男性もほとんど同じような作業を

していた。トイレに立ったときチラっと観ると一

番前の席の若い男の子も同じことをしていたし、

僕の前の席の男性もたぶんそうだ。皆同じようだ。

昔若い頃は発表原稿も練習も仕事場で片づけて来

て、飛行機の中で作業をすることなんてなかった。

今は皆普段忙しいのか。そう言えば前回ブリュッ

セルを訪れたときの旅行では、その前のドイツの

ホテルで、前日の深夜まで電子メールで日本から

データを取り寄せながらスライドを作っていた。 
持参してきた「フクシマと海－Fukushima and 

the Ocean－」という冊子を読む。米国のウッズホ

ール海洋研究所（Woods Hole Oceanographic Institu-

tion；WHOI）と東京大学大気海洋研究所が、2012
年 11 月に海洋、健康、政策、経済、メディアの各

分野から 90 名を招いて東京で行った同名の公開

シンポジウムのまとめで、WHOI の機関紙

「Oceanus」の第 50 巻第 1 号として発刊したもの

である。海底動物中の Cs 濃度が下がらないのは、

継続的に汚染水が放出されているからではないか

と推測しているが、今やそれが明らかになった。 
ロンドン条約は船舶からの放射性物質投棄は

禁じているが陸からの放出は禁じていない（各国

とも自国領土内に規制を受けることにとても消極的で

あることの表れ）こと、東北沿岸漁業の再興とは競

争力のある新たな水産業を生み出すべきであるこ

と。そして科学者の役割。科学者が黙ってしまっ

て役割を果たさなかったという指摘に反論の余地

もない。 
気が付くとパリまであと 2 時間だ。ほとんど眠

れなかった。 
間もなくパリという頃に隣の男性に声を掛け

てみる。聞けばパリで TGV に乗り換えてブリュ

ッセルまで行くと言う。同じ用事かと思ったが、

そうではなく水素関係の国際会議らしい。お互い

初めての行程で、ともあれ心強い。 

                                                           
2 「子」と「仔」。「仔」と言う漢字は本来は人間が飼育し

ている家畜の子供に使う漢字だそうな。『仔猫』の「仔」の文

字が示すように人（飼い主）が幼い猫の世話をすると言う意味

にもなる。「仔」は今でも中国語で「家畜や家禽の子供」の意

味で使われていて、例えば、仔猪は子豚。本来の親以外の存在

である「人」が世話をする動物の子供だから、人の「子」と区

別する意味も含めて「仔」となったのでしょうと。
http://q.hatena.ne.jp/1163987477 
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9 月 8 日ほぼ定刻（1715）にシャルル・ド・ゴ

ール空港に着陸。下降中、雲の中を通過している

間は激しく雨が機体を打っていたが、雲を抜けれ

ばすっかり上がっていた。tail camera の映像を

後の 後、着陸まで

眺めていた。 
繰り返すが A380

はほんとにデカイ。

空港内に入って通路

を歩きながら写真を

1 枚（←）。通路には

両側に夥しい数の団

体旅行者がツアコン

の持つ旗の下に集まって全員が揃うのを待ってい

る。これじゃ成田空港の両替所も混むはずだ。9
月中旬、旅行シーズンなのだろうか。パリコレの

狭間で料金が高くないのか3。 
長い長い通路を歩き、同僚と一緒に荷物取り場

（Baggage claim）へ。荷物を取り上げると機内で隣

の席だった水素の男性が待っていてくれた。 
ここからの TGV への乗り換えは初めてだ。彼

によると空港駅内の国鉄の駅まではバスが走って

いるらしいが、建屋内を歩いて行く方が早いので

はないかと。案内盤に従ってまっすぐまっすぐ歩

くと駅に到着。 
緑色のきれいな切符売り場に入り、人の列に並

ぶ。意外と早くさばけて、窓口の男性にフライト

チケットを差し出すと、「…これはこの場所じゃな

い。ここは郊外電車のチケット売り場で、エール

フランスの窓口へ行ってくれ。一旦外へ出て回っ

ていくんだ」と。切符売り場の外に出てみると隣

に小さな事務所のようなブースがある。ここで

TGV のチケットを受け取る。 
成田→ブリュッセルの往路は、パリまでのフラ

イトとパリからブリュッセルまでの TGV を予約

したから、成田からパリへのフライトチケットに

はすでに乗り継ぎの TGV も印字されている。AF 
7187 という、フライトと同じような番号が列車に

振ってある。コードシェアというのか。ブースで

フライトチケットを差し出せば、予約した席の番

号が入った TGV の乗車券をくれるのだ。19:08 発、

AF 7187、1 等車（class Y）62 番だ。 
乗車時刻までには 1 時間以上ある。駅構内をブ

ラブラし、小銭整理の目的もあってコンビニでパ

リの地図を買い、1 時間経って事務所へ出向く。1
時間前になると事務所の前で荷物を預けることが

できるのだ。 
TGV は予め乗車プラットホーム（Truck）が決

まっているわけではない。到着 15 分ほど前に掲示

                                                           
3 パリコレ。「パリ・プレタポルテ・コレクション」は 3 月に

秋冬コレクション、10 月に春夏コレクションを開催発表。「パ

リ・オートクチュール・コレクション」は 1 月に春夏コレクシ

ョン、7 月に秋冬コレクション、男性服コレクションも同じく

2 月と 7 月に開催。 

されるので、掲示

板を眺めているこ

とになる。Truck 5
とわかり降りて行

く。日本の新幹線

は基本高架だから

大抵プラットホー

ムに「上がってい

く」。ここは「降りて行く」。 
パリから北へ、ベルギー、オランダ、ドイツ

へ向かう TGV は、上の写真にあるように、赤い

車体で有名なタリス（Thalys）だ。Thalys の特徴は

（技術的に難しい話は知らないが）何と言っても運転

台が中央にあることだろう。国によって複線区間

の通行方向が異なるからだ。フランスとベルギー

は左側通行、オランダとドイツは右側通行である。 
パリ－ブリュッセル間では行先の異なる 2 編

成を併結することがあるが、われわれが乗ったの

はこれだった。以外にも 2 編成とも赤い車両では

なかった。こういうこともあるのか。 
前回ブリュッセルからパリに向かって乗った

ときは、2 等車で、おまけに車両番号が順番でな

くて、混み合う通路を荷物を引き摺りながら席を

探して右往左往した。今回は、乗車の際に係員が

入口で案内してくれて（1 等車だけか？）難なく指

定の席へ。さすがに 2 等車のぎゅうぎゅう詰めと

は違う。乗るなら 1 等車だ。 
シャルル・ド・ゴール空港駅を出た後、パリ北

駅には止まらず（と思ったが、パリ北駅を通過する便

なんてあるのか？）、Little Europe 駅で進行方向が逆

向きになった。2 両編成の前半分が切り離された

のだろう（と勝手に思っている）。 
19:08、明るいうちにパリを出た Thalys は、ブ

リュッセル南駅に着いた 20 時 40 分頃にはすっか

り暗くなっていた。前回の印象と同じく「怖い」

駅だ。少なくともプラットホームはそうだ。だか

ら夜に到着するのは嫌いなのだ。けれど階段を下

りた駅構内は明るい。 
ホテルは中央駅のすぐ近くだ。隣の中央駅まで

各停電車に乗ればいいのだが、荷物もあるし疲れ

た。タクシーにしよう、と一緒に来た水素の人と

合意。ただし、彼のホテルは少し郊外にあるらし

く、別々のタクシーだ。 
例によって改札などなく、いつの間にかコンコ

ースに出てタクシー乗り場に向かう。以前と同じ

く暗くてやや不気味だ。だから夜に到着するのは

嫌いなのだ。 
客引きが妙な発音で連呼しながら近寄って来

た。おかしい。水素の人はその客引きに急かされ

るようにバンに乗り込む。僕はタクシー乗り場と

書かれた場所でタクシーを拾う。あの客引きはい

わゆる白タクではないか。大丈夫かなぁ、水素の

人。（…と思うだけで、強引に引き留めなかった自分が

情けない。） 
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タクシーは黒の高級そうな車で清潔だった。ホ

テルは以前も泊まった街中にある La Madeleine だ。

相変わらず旅行書の写真とは大違い。こういうの

を羊頭狗肉というのか。 
Hotel La Madeleine 
Rue de la Montagne 22 
www.hotel-la-madeleine.be 

位置的には市中心街の極めて至便なところにある。

イビスやノボテルといったホテルやカフェが囲む

エスパニョール広場に面し、欧州 古（1846）で

有名な、高級チョコレート店などが並ぶアーケー

ド、ギャラリー・サンデュベールはすぐ裏手、シ

ーフードを売り物にレストラン街が軒を並べるイ

ル・サクレ地区、そしてかの有名な市庁舎広場グ

ラン・パレスが歩いて数分以内である。世界三大

がっかり観光名所の小便小僧の像もすぐそこだ4。 
それから中央駅は歩いて 5 分、芸術の丘もすぐ

そこで、前回来た時は散策した。 
チェックイン。どーも、6 年前に来た時と同じ

の男がそこに座っていた。部屋は 131 号室。この

ホテルでは 131 号室は 1F ではない。3F。廊下は

入り組んでいるうえに、部屋番号がどうかなって

いる。131 号室の隣は 137 号室だ。ゴルゴ 13 じゃ

ないが、部屋に入ったら建屋の非常口までの経路

を確かめたくなる。 
部屋は、コンクリートに囲まれた中空空洞部分

に窓が開き、左の

写真のように簡素

そのもの。テレビ

だけが新式でやた

らに目立つ。 
これで 1 泊 100

ユーロ。パリと同

じくブリュッセル

もホテルは高い。1
泊 60 ユーロで予

約したと言う、同

じ会議に出席した

同僚のホテルは、

部屋も風呂も朝食

もひどいらしい。

ホテルは「快適さ」

を売っているのだ。 
ともあれ荷物を解き、深緑色のペンキを塗った

木造のロッカーの中に、日本のクリーニング屋で

くれる針金のものの方がよほどましと思えるハン

ガーなど不揃いのハンガーにシャツとズボンを掛

け、日本円の財布や鍵類はこのロッカーの中に不

似合いに鎮座まします貴重品用の金庫に入れ、明

日からの仕事に必要なだけの書類を取り出し、パ

                                                           
4 小便少女の像もある。エイズ撲滅キャンペーンの一環で作ら

れたらしい。愛嬌のある小便小僧に比べ、小便少女像はしゃが

んでいていかにも写実的でリアル。柵に入れられているのはい

たずら防止？ 

ソコンを出してメールチェックを始める。いつも

の光景だ。Wi-Fi 接続のためにユーザーID とパス

ワードをチェックインカウンターにもらいにいく。

接続料金は1時間で1ユーロ、24時間で8ユーロ。 
壁には４ヵ国語で何やら表示してある（上の写

真）。どうもベッドでたばこを吸わないようにとい

うようなことが書いてあるのだろう。一番上はフ

ランス語だろう。その次がフランス語系の何語か

だ。下二つのうちどちらかがドイツ語で、残りが

ドイツ語系の何語か。 
ベルギーの言語の複雑さは有名だ。以下も

Wikipedia による。ベルギーの国土は使用言語によ

り 3 つの言語共同体に分かれている。 
北部のフランデレン地域はフラマン語（オラン

ダ語のベルギー方言）共同体 に属し、オランダ語が

公用語である。フランデレン地域は経済的に裕福

であり教育レベルが高いため、大抵のフラマン人

は、老若男女を問わず、フラマン語以外にもフラ

ンス語と英語を習得している。 
南部のワロン地域は大部分がフランス語共同

体に属し、フランス語が公用語である。ベルギー

のフランス語は発音・語彙に若干の特徴があるが、

フランスの標準フランス語とほとんど同じである。

ただし、標準フランス語のほかにワロン語と、フ

ランス語のいくつかの方言も広く話されている。

また、南東部のルクセンブルク国境地域ではルク

センブルク語が話されている。ワロン地域は経済
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的に貧しく、教育レベルも低いため、住民は外国

語に弱く、オランダ語はもとより英語話者も非常

に少ない。ワロン地域では若者であっても英語が

ほとんど通じない。ワロン地域の北東ごく一部の

ドイツ国境地域はドイツ語共同体に属し、ドイツ

語が公用語である。 
人口の比率で言えば、オランダ語が約 60%、フ

ランス語が約 40%、ドイツ語が 1%未満である。 
首都ブリュッセルはオランダ語の使われるフ

ランデレン地域に囲まれているが、フランス語話

者が 8 割以上を占めていて、フラマン語共同体と

フランス語共同体の双方が自治権を持っている。 
気が付くと水戸で早朝眼を覚ましてから 23 時

間起きたままだ。胃も時差ボケで夕食など食べる

気もなく、シャワーを浴びて寝る。1 日目が終わ

った。 
 
9 月 9 日（月） 

仕事初日。 
浴槽のカーテンが短くて、シャワーを使ってい

る間に裾が浴槽の外に出てしまう。何が起こるか

は容易に想像がつくと思うが、床に水たまりがで

きてしまった。 
朝食は 7:00 から。コンティネンタルのバイキ

ング版というか、 近はどこもそうだ。パンが 3, 4
種類、コーヒー類、ジュース類、シリアル類、ま

ずそうな果物。3 度も食べれば飽きるなと思いつ

つ、結局ここで木曜の朝まで 4 回食べた。 
荷物を持ち、いざホテルを出てハタと気付いた

のだが、会議の会場がわからない。駅の近くの何

とか「会議場」だ。とにかく鉄道の中央駅に向か

う。中央駅の駅舎と駅舎に続く建物、日本で言え

ば駅ビルは改装されて以前とはすっかり変わりモ

ダンになっていた。駅舎は石造りでこれを残した

まま内部は改装され、カフェなども。 
ブリュッセルは街中でも起伏に富んでいる街

のようだ。駅舎は小高い丘の部分にあり、駅の前

に出るとそれがわかる。だからといって肝心の仕

事場がどこか見当がつかない。駅の周りを歩いて

見たが Congress などという表示はない。そして、

残念ながら、日本の都会と違って、この駅の周り

にも駅構内にも周辺地図なるものはない。少なく

とも僕にはみつからなかった。同じ会議に出る同

僚の携帯に電話しても応答なし。 
仕方なく、ダメもとだが駅前で通勤客に訊く。

知らなくても、親切に「そうねぇ、ここを降りて

向こうの広場に行けば Info があるはず。そこで聞

けばわかるはずよ」と女性が教えてくれる。でも

そんなのは大抵当てにならず、行ってみたらやっ

ぱり Info ブースなどは見当たらない。あったとし

ても朝のこの時間から開いてないだろう。歩いて

いる男性に聞いてもわからない、どうしようかな

ぁ、と歩き方はトボトボになる。とにかくこの辺

りには違いないのだ。 

道を渡り、今度はいかにも通勤客ではない、つ

まり地元の人ではないと思われる男性に訊いて見

る。「会議場？いやぁ、わからないなぁ…。$!#&>?
（←会議名）か？」「YES!」「そりゃここだよ」。 

SQUARE。そうだ、何とか会議場という名称で

はなくて、その会議場と商業施設が入ったこの大

きな L 字型の建物およびその敷地を SQUARE と

呼ぶのだ。 
左の写真は会議場

3F から撮った、階上入

口方向の絵。遠くに見

えるのは、結局訪ねな

かったが、おそらくは

サン・ミッシェル大聖

堂だろう。 
写真左側に見える

ガラス張りの下が正面

入口だ。レジストレー

ションのある 1F へは

スロープを下って行っ

て建屋に入ることにな

る。入ってすぐ右にレジストレーションデスクが

あり、女性たちが 3, 4 人ゆったりと対応している。

中で一番きれいな人に声を掛け、エントリー…と

いけばいいが、実際は講演者かどうかとか氏名の

アルファベットで担当者が分類されている。視力

がとても悪いので、近づいたらそうでもなかった

ということは頻繁にあるのだが、今回はとても綺

麗な人でした。もっとも、それより、僕の下手な

英語を一生懸命理解しようとしてくれたので助か

った。 
外国でのこういった会議では、「居るところが

ある」というのが何とも嬉しい。小さな丸テーブ

ルを囲んで 2，3 人ずつが立ったまま、コーヒーを

飲みながら話したいというとき実に快適だ。そう

いうスペースがさりげなく用意してある。日本の

学会だとなかなかこういう雰囲気にならない。 
メイン会場では、会議の正式開催時刻まで、お

そらくプロの 3 人組グループがジャズを演奏して

集まって来る参加者を歓迎している。開始予定時

刻を過ぎてもこの演奏は終わらない。会議は一体

いつ始まるのだろうと、口には出さないが皆思い

ながら暗闇の中で拍手をする。半時間くらい遅れ

か、いかにもジャズを邪魔しに来たかのようなお

偉方が壇上に現れ、徐に仕事が始まる。 
昼食は、展示やポスターセッションが催される

地下 2F の大広間で出される。ここでも脚の長い

小型の丸テーブルがたくさん置かれていて、3,4 
人ずつが集まって、おそらくは僕みたいに馬鹿話

に興じることなく、小難しい話を皆はしているの

だ。 
ともあれこの簡単なスナックが出るビュッフ

ェスタイルのランチはいろいろ「使いで」があっ

て、僕にとっては好印象。今後の参考にしよう。
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U 部門長に出くわす。忙しいだろうによく出張に

出て来られたものだ。 
夕食は、雨の中、T 中先生と同僚の T 川君と待

ち合わせて、イロ・サクレ地区へ。ブリュッセル

はヨーロッパ指折りの「食の都」で、その食文化

がここに凝縮していると観光書には書いてある。

さしずめ「食い倒れ」だね。前回行ったシェ・レ

オン（Chez Leon）は健在。そのときみたいにムー

ル貝とビールとフライドポテトとワッフルという、

いかにも観光客向きのコンボを試そうとしたのだ

が、T 先生の一言で結構高級そうな店へ。ベルギ

ーと言えばビールだと、旨いまずいなどわからず

ビールをお代わりし、チキンを食べ、ムール貝に

手を伸ばす。一人 70 ユーロくらい払ったが、1ユ

ーロが 137 円換算では 9 千円超か。結構なもので

すな。 

寒い中鼻水をすすりながらホテルへ。 
 

9 月 10 日（火） 
仕事 2 日目。朝一番にセッション座長、休憩中

にパネルディスカッションの打合せ＠昼食会場、

その後自分の発表、そしてパネルディスカッショ

ン。緊張の連続だったが、今回の出張の用務のか

なりの部分がここに集中していた。それにしても

あのセルゲイ君の英語はさっぱりわからなかった。

僕だけかと思っていたら日本人は結構皆わからな

かったらしい。だからと言って「よかったよかっ

た」とはならないのだが。 
午後別のセッションを聴きに行く。ある化学物

質を極低濃度まで迅速に測定できる報告がカター

ルからあった。各国における濃度の一覧表が示さ

れたが、その中でシリアだけ他国に比べて 1 桁程

度図抜けて濃度が高いのはなぜだ。物質的には無

関係と思われるが、ちょうどこの頃シリアが化学

兵器を使用した疑惑が新聞紙面を賑わしていた頃。

われわれ素人はついつい妄想してしまう。 
ひととおり仕事を終えて、T 先生と同僚２人と

ホテルの近く、エスパニョール広場に面するビア

ホールへ。ビールとともに出されたコースターに

は教会らしい挿絵と「Torgerlo」の文字。有名なビ

ールの商標らしいね。ここを出て一息入れて夕食

はまたもやイロ・サクレ地区へ。昨日では不満足

だったのだ。昨夜よりは少し庶民的な店へ。 
先のカフェで飲んでいるときから話題になっ

ていたのだが、ベルギーという国は一体何で「食

って」来たのだろうか、どうやって生きて来たの

だろうか。大国フランスとドイツに挟まれて歴史

上翻弄されて来たに違いないのだ5。よほどしっか

                                                           
5 オランダ、ルクセンブルクとともにベネルクス 3 国と呼ば

れている。「ベネルクス (Benelux) は、ベルギー、オランダ、

ルクセンブルクの 3 か国の集合を指し示す名称。この 3 か国は

いずれも立憲君主制を採用している。周辺の国に比べて国土が

狭く、3 か国すべてを合わせても、国土面積は隣国ドイツの 1/5、
フランスの 1/9 程度に過ぎない。そのため、この 3 か国は大国

に対抗するために緊密な経済協力を行っている。3 か国は共に

りとした独自のものをもっていないとあっという

間に蹂躙されそう。 
会議冒頭の主催者側の挨拶で、ベルギー人が

「ベルギーは 1 年に何十万トンものチェコレート

を輸出して世界に貢献している」と笑いを誘って

いたが、チョコレートやビールやレースではない

だろう。アントワープは「ダイヤモンドの都」と

呼ばれているらしいが、ダイヤモンドの研磨が得

意ということ6。観光収入は確かに大きいでしょう

な。一度ベルギーの近代史を読んでもみたいもの

です。 
この 2 日間、さすがに U 部門長はイロ・サク

レ地区のような、食い倒れ的なところへは行かず、

おいしいものを求めてひとりで出掛けた様子。 
 

9 月 11 日（水） 
仕事場で昔少し調べた分野のパネルディスカ

ッションを聴く。あまりぱっとしなかった。 
夕方。今日は会議主催のディナーだ。カンファ

レンスディナーを由緒ある「王立美術歴史博物館」

で行うというのだ。会議場の前からバスに乗り、

東へ向かう。到着した頃にはすでに暗くなってい

たし、高い木々が立ち並ぶ大きな公園のような中

だったので周囲を眺めることもできなかったが、

凱旋門を挟んで向かって左側が「王立軍事歴史博

物館」、そして右側がこの「王立美術歴史博物館」

らしい。この公園は 37 ha もあるサンカントネー

ル公園という。 
閉館後の建屋の中に案内され、ミュージックシ

ョップや、展示物の間を過ぎて、階上に用意され

た席に着く。どうやらそこは大展示室の 2 階部分

を巡るギャラリーらしい。10 人掛けくらいの丸テ

ーブルに日本人 3 人でかたまって陣取る。 
国立の博物館が、閉館後に、百人近い参加者の

食事をサーブできるのだ。酒が入るパーティを博

物館で行うのだ。日本だったら酔って陳列物を壊

す不届きものが間違いなく現れる。それを心配し

て公共機関が団体の晩御飯に会場を貸し出したり

                                                                                           
欧州連合（EU）の加盟国であり、ブリュッセルやルクセンブル

クは EU の政治的な中心都市でもある。」「ベネルクスには約

2,720 万人の住民が住んでいる。」「3 か国は歴史的に常に密接

な関わりを持っていた。3 か国の領域は、かつてはネーデルラ

ント（低地地方）と呼ばれていた。歴史的には中世末期にいず

れもブルゴーニュ公国の支配を受け、近世初頭にはともにハプ

スブルク家領に入っていた。（中略）3 か国の緊密な関係は、

1948 年にベネルクス関税同盟が調印されたことにより始まる。

1960 年には関税に加え、労働力と資本を自由化したベネルク

ス経済連合が発足し、欧州共同体の起源となった。」（Wikipedia
より） 

6
 アントワープ中央駅のメトロ駅はダイヤモンドを意味

する「ディマンテ Diamont」で、周辺には関連業者が集まって

いるらしい。アントワープ（英語表記。フランス語ではアンヴェル

ス）は、ヴィーナスで有名な画家ルーベンスや「フランダース

の犬」で有名なノートルダム聖堂で知られる北部ベルギー・フ

ランドル地方の中心都市でベルギー第2の都市。人口46万人、

仙台程度の大きさの街。ベルギーからは 50km 程度。（「夜警」

で有名な光と影の画家は、ルーベンスではなく、レンブラントか。レ

ンブラントはオランダ人。） 
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はしないだろう。 
このような公共施設を催しの一部に使用する

のを外国では見掛ける。20 年ほど前にサンフラン

シスコで参加した集まりでは、かのモントレーベ

イ水族館でポスターセッションがあった。モント

レーベイ水族館は、今ではどこの水族館でも当た

り前になっているが、海底の一画を切り取って来

たかのような自然状態を維持した展示を世界で初

めて行ったことで有名だ。それの動物園版が旭川

動物園だと僕は勝手に思っている。 
同じテーブルには、昨日発表していたカタール

の男性とその奥さん、そしてカタールの男性に話

しかけているおしゃべり好きのアメリカ人。その

アメリカ人が話やめない。奥さんはひとり放って

おかれる形になっている。こういうとき、気を利

かせたつもりで話し掛けていいものかどうか、文

化が違うと判断がつかない。 
若い男が各テーブルを回って手品を披露する。

ひととおりデザートまで食べ終わったところで、

われわれ日本人 3 人は先にお暇することにした。

U さんと G さんと暗闇の中を歩きだす。博物館の

あるところは高台になっていて、下る方向に歩い

ていけばそれが西の方角で市街地に向かう。 
暗くて小雨模様の夜の公園内をひとりではと

ても歩く気にはならないなと思いながら、中年の

野郎 3 人が連れ立って歩く。まもなく大きな通り

に出る。それがロウ通り。ブリュッセルは小さな

街だ。ここはどこだとキョロキョロしながら歩い

ているうちにメトロのアール・ロワ駅を左（南）

へ折れ、ベリヤール通りを右（西）へ折れ、大き

な公園の中を歩いていると思ったらそれがブリュ

ッセル公園だ。 
公園西側のロワイヤル通りを横断すると、大き

な銅像があり、石段を降りて行く。左側にだだっ

広いカフェを見ながら、つき当たりが中央駅だ、

と 初はわからず、ここはどこだと迷った。駅だ

とわかればホテルまでは簡単。駅から緩やかな下

り坂を辿ればエスパーニュ広場だ。 
 
9 月 12 日（木） 

4 日間の国際会議の 4 日目。 

今日も雨模様で肌

寒い。 
今日はパリまでの

電車切符購入と土産探

しと、それから午後は

パリへの移動。 
朝早く中央駅に向

かい、パリまでの TGV
（タリス）を予約する。

券売機（近郊駅用）では当然売っていないので、窓

口に並ぶ。5，6 人の列の後ろについて自分の番が

来て、あらかじめ頭の中で考えていたようにスラ

スラと希望列車を告げる。「それは国際線なのでこ

の窓口ではない。脇の観光案内所へ行け。」 
行きのパリと同じことを繰り返してしまった。

ともあれ、隣の事務所の、今度はとても紳士的な

係員から切符を購入。15 時半頃のブリュッセル南

駅発にした。パリまでの所要時間が 1 時間半程度

と考え、パリで夕方のラッシュが始まる前に到着

してしまいたい。 
切符のあとは、今回珍しく、お土産探しだ。チ

ョコレートを買う。我が家は基本的に土産は実質

禁止状態である。そんなセンスの悪いものを買っ

てくるのではないということで、いきおい、その

うち消えてなくなるもの、つまり食べるものにな

るが、それも帰宅してから僕が食べることになる。

しかし今回は注文を受けて来た。大阪に住む甥っ

子の結婚記念もあるし、横浜に住むもう一人の甥

っ子夫婦にも。それに何と言ってもブリュッセル

と言えばチョコレートですからね。ここはお上り

さんになりきってガイドブックを持ちながらチョ

コレート屋さんへ。 
注文されたのはヴィタメール（WITTAMER）と

ピエール・マルコリーニ（Pierre Marcolini）。それ以

外にもベルギーにはゴディヴァ（Godiva）、ノイハ

ウス（Neuhaus）、レオニダス（Leonidas）などがあ

る。Godiva のように日本ですでに知名度が高いチ

ョコレートもあるが、日本で買うとすごい高いん

だねぇ。ベルギーでは半値くらいのイメージ。そ

れだけでも買ってくる価値はありそう。 
ヴィタメールとピエール・マルコリーニは必須。

ヴィタメールは上の写真のように、鮮やかなピン

クで有名。ピエール・マルコリーニは下のような

黒が基調。ともに中央駅から南西の方向で、直線

距離で 500 メートルくらいだから歩いてすぐだ。

小さな街だ。 
中央駅からブリュ

ッセル公園へ向かって

昨夜歩いた道を行くと

例の大きな銅像に到達。

昔々の治世者らしいが

フランス語は全く読め

ない。まだ 9 時頃で通

勤の時間か、それらし
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い人が行き交う。寒いので吐く息が少し白い。 
ブリュッセル公園脇のロワイヤル通りを南下

する。まもなく左手にいかにも古いが権威があり

そうな建物が見え、見上げると奥には目を見張る

大きな建物がありそう。王宮だ。（だからロワイヤ

ル通りと言うのだろうね。）その前のロワイヤル広場

では、中央の騎馬像を挟んでトラムの上下線の線

路が左右に膨らむ。像は第 1 回十字軍の指揮官の

ひとりだと。 
18 世紀の建物が並ぶこの辺りはあっという間

に過ぎ、サブロン教会の脇を斜めに入る。「ノート

ル・ダム・デュ・サブロン教会」。ロワイヤル通り

に背を向けて立っており、教会の前がグラン・サ

ブロン広場。広場はそれほど大きくはなく駐車場

になっていた。

観光書によれ

ば「気高い装

飾の妙 ブラ

バン・ゴシッ

ク 15 世紀

にたてられた

ゴシック様式

の教会。建築

物としても貴

重。夕暮れ時、ステンドグラス越しに見る教会の

灯りは美しく幻想的。暗くなると建物全体がライ

トアップされ、市内で も美しい教会と言われて

いる。18 世紀のパイプオルガンが現存」。（「ブラバ

ン」は現在のベルギーとオランダにまたがる一帯の地

名ブラバント、ブラーバント（Brabant）のフランス語

読み）。 

そんな有名な教会とは露知らず、教会を横目に

サブロン広場に面するヴィタメール7へ。小じんま

りした店で、観光地みたいにチョコレートの種類

が多いわけではない。すっきりした店。グラン・

プラスの周りの店みたいに kg いくらの量り売り

はさすがにしてなさそうだ。アソーテッドは自分

で選べるが、面倒なのでサンプルを指さして「こ

れと同じのを」と 2 種類注文。それとオレンジピ

ール。東京は本郷の「オランジュショコラ ジャ

ンヌ」のオレンジピールに勝てるでしょうか？オ

レンジ以外にジンジャー（しょうが）のピールも試

しに買ってみる。締めて EUR 80.80（11,000 円）。 

次はピエール・マルコリーニ8だ。すぐ近くに

ある。ヴィタメールの店から直視はしないが、サ

ブロン広場から覗くように見ると路地の入口にあ

る。だから行こうと思えばすぐに行けるのだが、

ここで躊躇する。ヴィタメールの紙袋が大きくて、

あのピンクがやたらと目立つのだ。見れば瞬間ヴ

ィタメールとわかる。これを手に提げてピエー

ル・マルコリーニに入れと言うのか。僕には出来

ない。 

                                                           
7 http://www.wittamer.com/documents/gift_2012_2013.pdf 
8
 http://www.marcolini-eboutique.com/en-gb/ 

そこで一旦ホテルへ戻ってピンクの紙袋を置

くことにした。ここからの戻りは来た道のロワイ

ヤル通りではなく、裏道というか、古い街並みの

やや狭い道を戻る。何ということはない、ほどな

く中央駅前の通りであるアンブレール通りに出る。 
ホテルまで戻ったのは、ピエール・マルコリー

ニならホテル裏手のギャラリー・サンデュベール

に入っていることを知っていたからだ。買う物は

決まっていたので早い。TABLET と呼ばれる、と

きにココアが入ったチョコレート。16 個入りをひ

とつ求め、これは職場に。それからここでも試し

にオレンジピールを。二つで EUR 26.30（3,600 円）。 
同じ並びのノイハウスとゴディヴァはパス。何

とか言う賑やかな店も覗いた。レオニダスは少し

離れたイロ・サクレ地区に近いところにあるが、

ここもパス9。チョコレートは買い終わった。 
ギャラリー・サンテュベールには、他に高級そ

うなカフェや美術書店

などが並ぶが、おもち

ゃ屋もあった。ウィン

ドウを覗くと、見覚え

のある絵が浮かんで見

える、透明な半球の形

のペーパーウェイトが

目に留まる。あとで調

べてみるとアルフォン

ス・ミュシャ（Alfonse 

Mucha）という画家との

こと。右のような絵で

有名な人です。これが

彼の出世作らしい。作

品一覧は、たとえば次

のサイトで見ることが

出来ます： 
http://www.abcgallery.c
om/M/mucha/mucha.ht
ml。 

別の店でマリアー

ジュの紅茶も見つけた

が（↘）、我が家好みの

マリアージュ・マルコ

ポーロは見当たらなか

った。マルコポーロは

日本人好みだが、外国

ではそれほどではない

らしく、以前パリの友

人に買ってきてくれと

頼んだが見つからなか

ったようだ。 

                                                           
9
 帰国後、荷物をほどき、会議でもらった袋の中にあった小箱

を開けてみてびっくり。レオニダスのチョコレートだ。それも

ぎっしり入っていて、小箱はずっしりと重い。さすがにベルギ

ー、とこういうところで感心。 
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さて、これで買物は終

わり、このギャラリーの

反対側（←）を抜けてみ

る。左に折れてまもなく

広場に出る。その前に立

っている立派な建物がモ

ネ劇場で、広場はモネ広

場。モネ劇場はベルギー

におけるオペラ、音楽、

バレエの殿堂。1,700 年建

築らしいが、地震のない

ことの幸運ですね。 
ここから「食いだおれ横町」イロ・サクレ地区

をグルっと外回りし、ホテルに戻り、荷物をまと

めてチェックアウト。部屋代は先に楽天を通じて

払ってあったので、ここでは Wi-Fi 代とペットボ

トルの水 2 本代、確か合計 EUR 11.50。 

パリ行きの TGV まではまだ時間があるので、

荷物は預けたままにして昼食に出掛ける。 
まずは現金を求めて ATM 探し。グラン・プラ

スの無人 ATM は、事前に調べたどなたかのウェ

ブサイトにあったように、壊れていた。適当に歩

いていて見つけた銀行で現金ゲット。実は中央駅

の近くにあると聞いて、駅の周辺や地下街やらを

探し回ったのだがみつからなかったのだ。歩数は

随分稼いだが。帰りにすぐ近くの土産物屋で絵葉

書 10 枚。絵ハガキ買いもいつもの癖だ。使っちゃ

うからね。 
さて、昼食。ホテルの並びのカフェでとろう。

まだ正午には早いので客はまばらだ。店前のテラ

ス席のひとつに一人陣取る。他には 2 組程度。フ

ライドチキンハーフとビールとエスプレッソで計

EUR 19.90（2,700 円）。まぁ、B 級グルメとして満

足。 
…なのだが、ここで見てはいけないものを見て

しまった。食べている 中から、やせ細った白人

の 30 歳代に見える女性が小銭を集めに来ていた。

何を言っているか皆目わからないが、食べるもの

がないと言っていることは仕草からわかった。2
度 3 度とやってきたが誰も相手にしないし、僕も

しなかった。 
何度目かに、僕の後ろの、店先にある 3 人が座

っている席に近づいていった。そして食べ終わっ

て皿に残していたであろう、僕が注文したと同じ

チキンを右手で鷲掴みにして持ち去ったのだ。こ

ちらに背を向けて座っていたポロシャツ姿の男性

は何も言わず、手を伸ばした彼女の方に顔を向け

ることさえしなかったし、一言も声を掛けなかっ

たように見えた。彼女はそのチキンに噛みつきな

がら歩いて行って、その後姿を現さなかった。目

を凝らせばここブリュッセルにもホームレスはい

るだろうし、どこの街にも経済弱者がいないわけ

はない。けれどこれほど露骨な「格差」を目の当

たりにしたのは驚きだった。吐き気がしてきた。

食べている 終だった

ら、そのまま食事を続

けただろうか。 
さて、これからパリ

に移動である。ホテル

に預けた荷物を取り、

中央駅へ向かう。TGV
へ乗るには隣の南駅まで行かねばならないが、南

駅までの運賃は TGV 代に「込み」である。だか

らこの一駅分の切符を買う必要はない。時刻表を

みてプラットホーム番号をチェックし、地下へ。

13:45 発の各停に乗る。 
南駅の TGV 乗り場は、日本と同じく階上にあ

る。エスカレータで上がるとそこにタリスが入っ

ていた。予約した列車より 1 本か 2 本早いが、駅

員にチケットを見せて、乗れないか聞いてみた。

「たぶん空いているだろうからいいよ」。 
今度は往路と違ってパリに着くまで明るい。ぼ

んやりと窓外に目を遣りながら1時間20分が過ぎ

る。今回はパリ北駅（Gare du Nord）まで途中停車

駅はない直行だった。降車駅はシャルル・ド・ゴ

ール空港駅。ここでフランス国鉄の郊外電車 RER
に乗り換える。 

目指す Fantenay-aux-Roses（フォンテネ・オ・ロ

ーズ）駅は、空港駅から EUR 1.70 と安いが、距離

は遠い。ここパリの北の郊外から大都市パリのど

真ん中を南へ突っ切り、パリ市を過ぎた別の市に

ある。空港駅ではプラットホームを探し当てるの

に少し苦労したが、無事 B2 Robinson（ロバンソン）

行きに乗る。 
さすがにパリを過

ぎると乗降客は少なく

なり、フォンテネ・オ・

ローズ駅では 10 人程

度が降りたのみ。駅舎

（→）は古いが中は新

装されており、無人駅。

降りたのはいいが、こ

こで困ることになる。 
このところ何回かは、先方の知合い（デルフィ

ーヌ女史、Delphine）がパリ市内まで、あるいはは

るばるシャルル・ド・ゴール空港まで迎えに来て

くれていたのが、子供が出来てからは 1 時間もか

けて迎えに来る余裕はさすがになく、今回は「

寄りの電車の駅まで行くから」と僕の方から伝え

ていたのだった。しかし、何年か前に一度この駅

を利用したときの記憶では、かなりの田舎駅で、

タクシーなどが待っている駅ではなかった。バス

路線もない。 
実際に降りてみて不安は的中。タクシーなどい

ないし、来そうにない。Delphine に電話すれば迎

えに来るだろうが、彼女に迷惑をかけまいとして

ここまで来た、ホテルまでは自力で行こう、と思

っていたので、軽々にヘルプを求めたくない。 
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途方に暮れる。 
しばらく悩んでウロウロした挙句、駅の目の前

にあるカフェでタクシーを呼んでもらおうと入る。 
無駄だった。元気な女性主人はきれいなフラン

ス語をしゃべるが（よくわからないがきれいなんだろ

う）、フランス語しかわからない。さすがに「タク

シー」はわかっただろうが、「呼んでも来ない」と

いうような表情だった（と思う）。（時々思うのだが、

英語を解さない人に向かって懸命に英語をしゃべろう

とするのは英語劣等感のせい？） 
ところが、そばの席に座ってマッキントッシュ

のノート PC を操作していた、太っちょで人なつ

こそうな中年男性知り合い客がいて、彼女はその

彼に何やら話しかけた。そうしたら彼は僕に目的

地を聞き、女主人と二言三言話した後、「それなら

バスだ」と言い始めた。そして、親切にも二人で、

（おそらくは）「駅の脇の長い階段を上がって行く

と、線路をまたいでいる広い道に出るから、その

道沿いでバス停をみつけるがよい」というような

ことを身振り手振り付きで説明してくれ、手元の

小さなメモ用紙に、極めてわかりやすい地図を描

いて渡してくれた。 
ありがとうとだけ言ってカフェを出る。線路の

脇の階段は見知っていた。青くてここから見上げ

る位置にある道路まで延々と長い階段だ。荷物を

もって歩いていく気にも、すぐ近くであろうホテ

ルまでバスに乗る気にもなれない（フランスでは空

港－ホテル間のシャトルバス以外バスに乗ったことは

ない）。それにどこで降りたらいいかもわからない。 
もう一度途方に暮れる。 
仕方がない、デルフィーヌに電話をした。「タ

クシー来ると思う？」「No.」ということで、30 分

待ってくれ、迎えに行くから、と。駅の前のカフ

ェで待っていてくれということで、もう一度さき

のカフェに入る。再見。 
「ここで友達を待つことにした」と、わざわざ

英語で言わなくてもいいことを言い、コーヒーを

注文する。 
トイレでヒヤリ。入って内側でドアに鍵を掛け

たのだが、出ようとしたところ鍵が開かない。立

てつけが悪くて力任せにすればはずれそうだ。ガ

タガタガタガタとやっているうちに音を聞きつけ

た彼女が外から開けてくれた。すごく匂うトイレ

で、一刻も早く脱出したかったのだ。 
店内の一方の壁には下のような昔の写真がで

かでかと飾ってあった。昔の駅舎と列車の冬景色

だ。別の写真には

石炭を運んでいる

列車が写っていた

ように思うが、石

炭産業の何かの基

地だったのだろう

か。Fantenay-aux- 
Roses、バラの泉と

いう名前と合わな

いな。 
などと思いながら待つこと久しく、何本かの列

車からバラバラと客が降りて来ては、そのうちの

2，3 人がこのカフェに入ってくるのを見ているう

ちにデルフィーヌがやってきた。コーヒーがいく

らかわからないので聞いてもらう。無粋な値段表

なんて張ってないし、メニューもないし、女主人

に聞いてフランス語で答えてもらってもわかんな

いしね。 
まずホテルへ。前回来た時に初めて宿泊したホ

テルで、職場に実に近い。歩いて 10 分程度だ。 
ibis budget Chatillon 
Zac Les Sablons/ lot C 
111 Avenue de Verdun 
92320 Chatillon 
France 

Chatillon（シャティヨン）はパリ市の南に隣接して

いる地域で、市の名前か。ホテルチェーン ibis は
「budget」というブランド名で経済的ホテル、つ

まり安いホテルを経営しているのだろう。確かに

安い。パリ市の外だからということも大きいだろ

うが、ダブルベッド 1 台のスタンダード客室、朝

食付きで EUR 67.95（9,400 円）は格安の感。 
部屋のキーはなく、チェックインのときに渡さ

れる領収書に部屋番号とそれに対する 6 桁の番号

が記されている。その番号を部屋のドアについて

いるプッシュボタンで入力する。だからこの領収

書は持ち歩かないといけない。 
近改装しただろうから部屋は綺麗だが、実に

無機質で冷たい。寒い時にしか泊まったことがな

いからなおさらそう思うのだが、シャワーしかな

い部屋には 近慣れたとは言え、それでも「冷た

い部屋」のイメージ。まぁ、1 泊だけだからね。 
まだ明るいが早速デ

ルフィーヌと夕食に出掛

ける。今回も彼女は息

子・ロリスを元カレに預

けてきている。 
ビール好きの彼女は、

いきなり食事に行かずに、

まずはカフェに寄る。テ

ラスでビールを飲むのが

いつものパターン。それ

から向かったのが前回連

れて行ってもらったピザ

屋さん（→）。ここのピザ

は旨い。 
ここまででいい加減食べたのだが、またまた例

によってもう 1 軒行くのだ。終始ロリスと付き合

っていて、口には出さないが、たまには夕食くら

いには呼び出して欲しくて仕方がない、という様

子が伝わってくる。彼女の車の運転は、僕から見

るとすさまじくうまい。助手席に乗っていて感心

する。パリやパリより南のラテン系の国々では皆

うまくなるのだろう。 
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比較的狭いが夜いつまでも賑わっているよう

な飲み屋で、何とかという飲み物を一杯だけ飲む。

向いは古い映画をやる映画館。金曜の夜でもない

のに店は学生っぽい若者であふれていた。 
 

9 月 13 日（金） 
安い典型的なビジネスホテルだけあって、ここ

の朝食はホントーに簡素だ。僕が経験した今まで

のホテルで 高に簡素で、手を抜いている。 
ホテルをチェックアウト。荷物は預かってもら

う。歩いてデルフィーヌの職場に向かう。今日の

打合せ相手は彼女ではなく、彼女の部下たち。 
午前中打合せ。昼食はいつものレストランで、

5 人と同席。午後からはほとんどフリーになり、

小さなブースを宛がってもらい、フロアーのコー

ヒーメーカーのエスプレッソをがぶ飲みしながら

PC に向かう。 
夕方 5 時過ぎ、ほとんど皆帰宅。彼女に車でホ

テルまで送ってもらう。彼女は彼女で息子を学校

へ迎えに行かなくてはならず、相変わらず大忙し

だ。 
ホテルでタクシーを呼んでもらってシャル

ル・ド・ゴール空港へ一気に戻る。夕方、道はひ

どく込んでいるが、例によってパリのタクシーは

車線にはお構いなく走れるところを走る。隣の車

とすれすれに走る。途中環状高速道路へ入る手前

に、「Judo」何とかと書かれた体育館のような建物

を観る。Google によると Fédération Française de 
Judo（フランス柔道連合？）とか。タクシー代は EUR 
82.60（11,000 円）。そう言えばチップを忘れたよ

うな。悪いことをした。 
飛行機は23時25分発だから空港でやたら時間

があり余っているが、さっさとパスポートチェッ

クをし、荷物検査を済ませ、ナカで待つ。東京行

きのゲート L53 は、明るくて綺麗だがこの時間客

もまばらで寂しい店が並ぶ通路を延々と歩いた先

にある。極東という感じ。 
機内生活は特段何も覚えていない。観ようとい

う気になった映画もなかった。 
 

9 月 14 日（土） 
18 時成田着。今回もまた怪我も病気も盗難も

なく無地帰国。今度ベルギーへ行くときは観光で、

おいしいものを漁ろう。 
1849 発バスで水戸駅へ。 
ところで買って帰ったチョコレートのその後

である。ヴィタメールのアソーテッドは甥っ子た

ち夫婦に送り、自分たち用はオレンジピールとジ

ンジャーピールのチョコレートだった。まぁ、二

度と買わないね。とくにジンジャーは製品にすべ

きではない。オレンジピールは、ヴィタメールも

ピエール・マルコリーニも、東京・本郷のジャン

ヌにはかなわない。これが結論。 
 
 

【付録】 
後に TGV タリスについて。自分のための参

考情報。Wikipedia より。 
フランス・ベルギー・オランダ・ドイツの 4 カ国を

結ぶ高速列車。ユーロスターと同様、フランスの TGV
を基本にしており、電化方式の異なる区間を走行する

ため様々な工夫が施されている。 高速度は300 km/h。 
1996 年 1 月より運転を開始、同年 6 月にアムステ

ルダムまで延長、1997 年 12 月 10 日にケルンまでの系

統が運行を開始。 運営会社は「タリス・インターナシ

ョナル」（Thalys International）社で、本社はベルギーの

ブリュッセルに置かれている。 
フランスのパリからベルギーのブリュッセルを経

由し、オランダのアムステルダムおよびドイツのケル

ンに至る系統が基本である。このほかパリからベルギ

ー国内主要都市に向かう系統が存在する。 
も本数の多いパリ－ブリュッセル間では、6 時台

から 21 時台まで 30 分間隔（一部 60 分または 90 分間隔）

のパターンダイヤが組まれ、パリ発は毎時 01 分・25 分

発、ブリュッセル発は毎時13分・37分発を基本とする。

この区間では、行先の異なる編成を 2 本併結すること

もある。 
主な都市での停車駅は以下の通り 

 パリ：パリ北駅 

 ブリュッセル：ブリュッセル南駅 

 アントウェルペン：アントウェルペン中央駅 

 ロッテルダム：ロッテルダム中央駅 

 デン・ハーグ：デン・ハーグ HS 駅 

 アムステルダム：アムステルダム中央駅 

 リエージュ：リエージュ＝ギユマン駅 

 アーヘン：アーヘン中央駅 

 ケルン：ケルン中央駅 
アントウェルペン（アントワープ）では、当初アント

ウェルペン中央駅が頭端式の構造だったため、アント

ウェルペン始発・終着の列車以外は中央駅に乗り入れ

ず、アントウェルペン＝ベルヘム駅に停車していた。

2007 年に中央駅の地下を経由してアントウェルペン市

内を縦断する新線が開通したため、同年 12 月 9 日から

アムステルダム方面行の全列車が中央駅経由になり、

ベルヘム駅は通過となった。 
ケルン方面行の列車の一部は 1998 年から 2002 年ま

でデュッセルドルフまで延長運転されていた。 
2007 年 3 月 31 日まで、一部の列車はパリ北駅では

なくパリ郊外の LGV 東連絡線にあるシャルル・ド・ゴ

ール空港第 2TGV 駅を経由しマルヌ・ラ・ヴァレ－シ

ェシー駅（ディズニーランド・パリの 寄り駅）を発着駅

としていた。 
シャルル・ド・ゴール空港第 2TGV 駅はシャルル・

ド・ゴール空港と直結しており、エールフランスが就

航していたパリ－ブリュッセル間の路線をタリスが置

き換えた。その代わり、タリスの座席の一部はエール

フランスの利用枠として確保されていた。その後ノー

スウエスト航空やアメリカン航空も、鉄道サービスを

コードシェアとして利用することに同意し、シャル

ル・ド・ゴール空港とブリュッセル南駅でサービスが

行われていた。このため、タリスは IATA から 2 桁コー

ドが指定されており、ブリュッセル南駅にも IATA コー

ドが付けられている。KLM などが加盟する航空アライ

アンスであるスカイチームはタリスの鉄道サービスを
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利用しスキポール空港とアントウェルペン＝ベルヘム

駅、ブリュッセル南駅間でコードシェアすることに同

意していた。2007 年 4 月 1 日以降タリスと航空機のコ

ードシェアは廃止され、代わって TGV がシャルル・ド・

ゴール空港－ブリュッセル間のコードシェア運行を行

なっている。 
走行区間毎に異なる電源方式に対応するため、タリ

ス－PBA 型とタリス－PBKA 型が存在する。PBA 型、

PBKA 型とも 10 両編成で、8 両の連接式客車の両端を、

2 両の動力車（機関車）で挟んでいる。  
客車部分は順に一等車 3 両、ビュッフェ・二等合造

車 1 両、二等車 4 両の構成である。一編成あたりの定

員は 377 名。 
 
PBA 型 

フランス・ベルギー・オラ

ンダ乗入れ用車両。発着ター

ミナル駅であるパリ・ブリュ

ッセル・アムステルダムの頭

文字から命名された。 3 電源
（直流 1.5kV・直流 3kV・交流

25kV50Hz）に対応する。フラン

ス国鉄のみが、4531 型として

10 編成を保有する。 
 
PBKA 型 

フランス・ベルギー・ド

イツ・オランダ乗入れ用車

両。パリ・ブリュッセル・

ケルン・アムステルダムの

頭文字から命名された。 4
電源（直流 1.5kV・直流 3kV・

交流 25kV50Hz・交流 15kV16 

2/3Hz）に対応する。 
両端の動力車（機関車）は、2 階建て TGV 車両であ

るTGV Duplex型が、客車はTGV-R型がベースである。

4カ国の鉄道事業者が保有し、フランス国鉄は 4341型、

ベルギー国鉄は 4300 型、オランダ鉄道は 4300 型、ド

イツ鉄道は 409 型として、それぞれ保有する。計 17 編

成が存在する。 
パリ－ブリュッセル間やパリ－アムステルダム間

など、ドイツに乗入れない運用にもつく。ICE のエシェ

デ事故後に、車両不足を補うため周辺各国から車両が

貸し出され、代走列車に使用されたが、タリスも貸し

出されてドイツ国内を走行した。 

タリス運行系統 
時間はパリからの最短所要時間 

マルセイユ（サン・シャルル駅）（夏期）

  ブール・サン・モーリス（スキー） 

  （途中駅省略） 

  

  マルヌ・ラ・ヴァレ-シェシー 

  シャルル・ド・ゴール空港第 2TGV 

0:00パリ（北駅） 

  

  フランス/ベルギー国境 

  

1:22ブリュッセル (南駅) 

  

  

  ヘント 

  ブルッヘ 

2:45オーステンデ 

  モンス 

  シャルルロワ（南駅） 

  ナミュール 

  

2:10リエージュ＝ギユマン 

  

  アントウェルペン＝ベルヘム 

2:04アントウェルペン（中央駅） 

  

  ベルギー/ドイツ国境 

  アーヘン（中央駅） 

3:14ケルン（中央駅） 

  デュッセルドルフ（中央駅） 

  ベルギー/オランダ国境 

2:36ロッテルダム（中央駅） 

  デン・ハーグ（HS 駅） 

  スキポール 

3:19アムステルダム（中央駅） 


